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１．整備の考え方 

 

本計画は、認可保育所の整備を中心とした施設整備計画で、保育需要に対応した

保育サービス定員の増加を図るものです。 

町田市２０年間期間限定認可保育園を柱に、分園、増改築による定員増、認定こ

ども園の新設を行い、地域の保育需要に考慮し地域間のバランスの取れた配置を目

指し、待機児童の解消に向けた取り組みを進めていきます。 

 

２．待機児童の推移 

 

（１） 待機児童の推移 

町田市における待機児童数は、２００９年度に不況による共働き世帯の増加等

の要因により大幅に増加し、その傾向が続いています。 

 

年 度 ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ 

待機児童数 ２７３人 ２３４人 ４１７人 ３９６人 ４３５人

対前年度増減 １１人 ▲３９人 １８３人 ▲２１人 ３９人

 

 

定員数と待機児童数の推移
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（２） 年齢別待機児童 

待機児童を年齢別に分析すると、０歳児・１歳児・２歳児で全体の９０％近くを

占めていることがわかります。 

 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

２０１１年度 ８１人 ２００人 １０３人 ４１人 ８人 ２人 ４３５人

比 率 １８．６％ ４６．０％ ２３．７％ ９．４％ １．８％ ０．５％ １００％

２０１０年度 ７４人 １５６人 １２０人 ３２人 ９人 ５人 ３９６人

比 率 １８．７％  ３９．４％ ３０．３％ ８．１％ ２．３％ １．３％ １００％

※ 上記の比率は、待機児童に対する、その年齢の割合をパーセントで表示したものです。 

 

２０１１年度待機児童年齢別分布
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（３） 地域別待機児童 

地域別待機児童は地区による差はありますが、年度により地区の人数に変化が

あるため、一定ではありません。 

 

地区 忠生地区 南地区 町田地区 鶴川地区 堺地区 計 

２０１１年度 １１５人 １００人 ９１人 ８２人 ４７人 ４３５人

２０１０年度 ９６人 ６９人 ７９人 ８０人 ７２人 ３９６人

 

 

 

 

 - 3 -



３．町田市の保育サービス提供率目標値の設定 

 

本計画の目標値の設定に当たっては、就学前人口に占める申し込み児童数の割合、

本計画では、「入所希望率」としますが、計画期間内に保育サービス提供率が、入所

希望を上回ることを前提として目標値を設定しました。 

町田市では、２００８年から３ヵ年で、入所希望率が３．７ポイント上昇してい

ます。東京都の保育計画（２０１０～２０１４年度）においても潜在的ニーズ量が、

就学前人口の４４％となっていることから、町田市の入所希望率も、今後も一定の

割合で上昇し、２０１５年４月には、３１．６％まで上昇していくものと考えられ

ます。 

一方、国では、２００８年２月に発表された「新待機児ゼロ作戦」により、０～

２歳児を対象とした保育サービスの提供率を２００８年度の２０％から、２０１８

年度には、３８％へ引き上げることを目標としています。 

そこで、将来の入所希望率と新待機児ゼロ作戦の目標値を考慮し、町田市保育サ

ービス３ヵ年計画の目標として、２０１５年４月１日の保育サービスの提供率を 

３４．５％と設定しました。 

なお、将来的には、保育サービスの提供率を２０１８年４月１日に３８％以上、

２０２２年４月１日に４２％以上となるよう計画しています。 
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保育需要の動向 

 

(１)保育サービス定員及び保育サービス提供率の推移 （各年４月１日現在） 

 

年度 就学前児童人口 保育サービス定員 保育サービス提供率 待機児童数 

２００８ ２２，１１９ ４，６４９ ２１．０％ ２３４ 

２００９ ２２，００８ ４，７６８ ２１．７％ ４１７ 

２０１０ ２１，９１０ ５，０４６ ２３．０％ ３９６ 

２０１１ ２１，９１４ ５，４１７ ２４．８％ ４３５ 

※保育サービス定員は、認可保育園・認証保育園・家庭的保育事業・認定こども園・保育室の合

計です。 

※就学前児童人口は、外国人登録数を含みません。 

 

(２)就学前児童人口、保育所申込み児童数の推移 （各年４月１日現在） 

 

年度 就学前児童人口 申込み児童数 入所希望率 待機児童数 

２００８ ２２，１１９ ５，１２３ ２３．２％ ２３４ 

２００９ ２２，００８ ５，４６９ ２４．９％ ４１７ 

２０１０ ２１，９１０ ５，５７１ ２５．４％ ３９６ 

２０１１ ２１，９１４ ５，８９６ ２６．９％ ４３５ 

※人口及び就学前児童人口は、住民基本台帳によります。外国人登録数は含みません。 

 

 

入所希望率と保育サービス提供率の推移
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（３）待機児童数の予測（各年４月１日現在） 

 

この表は待機児童数を予測するため、(１)保育サービス定員及び保育サービス

提供率の推移、(２)就学前児童人口、保育所申込み児童数の推移から待機児童数

を予測したものです。 

なお、２０１３年４月には計算上は待機児童数が１０名となり翌年以降はマイ

ナスになりますが、実際には、地区的な偏りや、年齢的な偏りがあるため、待機

児童解消には、さらに数年の期間を要するものと考えます。 

年度 就学前児童人口 申込み児童数 入所希望率 
保育サービス

定員 

保育サービス

提供率 
待機児童数

２０１２ ２１，５３２ ６，０３７ ２８．０％ ５，８９０ ２７．４％ １４７

２０１３ ２１，０４９ ６，１５０ ２９．２％ ６，１４０ ２９．２％ １０

２０１４ ２０，３４３ ６，１８４ ３０．４％ ６，４８０ ３１．９％ ▲２９６

２０１５ １９，５４３ ６，１７２ ３１．６％ ６，７３４ ３４．５％ ▲５６２

２０１８ １７，３４９ ６，０９４ ３５．１％ ６，７６４ ３９．０％ ▲６７０

２０２２ １５，９８３ ６，３６９ ３９．９％ ６，７９４ ４２．５％ ▲４２５

 

 

 

※２０１２年度の定員増は、２５７人ですが、２０１３年度と２０１２年度の保育サービス定員の差

は、２５０人となっています。これは、既存保育室（定員１２人）が、家庭的保育者（定員５人）

に移行するためです。そのため、総定員ベースでは、７人減となります。 
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(４)他市の保育サービス提供率 就学前児童人口上位５区及び、５市 

 

＜東京都ホームページより抜粋＞          （２０１１年４月１日現在） 

年度 就学前児童人口 保育サービス利用児童数 保育サービス提供率 待機児童数 

世田谷区 ３９，６７０ １０，８２２ ２７．３％ ６８８ 

江戸川区 ３７，６２５ １０，５９４ ２８．２％ ２７２ 

練馬区 ３４，４６９  ９，７９０ ２８．４％ ５６４ 

足立区 ３２，２２６ １０，３３２ ３２．１％ ４８５ 

大田区 ３１，２８３  ９，９７３ ３１．９％ ３９６ 

八王子市 ２７，４１４ １０，０５６ ３６．７％ ４６８ 

府中市 １３，７４０  ４，３６２ ３１．７％ ２５２ 

調布市 １１，４３０  ３，５４５ ３１．０％ ２２５ 

西東京市  ９，８３４  ２，７９４ ２８．４％ １９４ 

日野市  ９，２０９  ３，２７５ ３５．６％ １２２ 

町田市 ２１，９８３  ５，７９４ ２６．４％ ４３５ 

 ※就学前児童人口は、東京都総務局発行「住民基本台帳による東京都の世帯と人口（各年１月

１日現在）」によります。（外国人登録数は含まず。） 

 ※保育サービス利用児童数は、弾力も含めた実員数による合計です。保育サービス定員とは、

異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 7 -



４．３ヵ年計画概要 

 

（１）２０年間期間限定認可保育園の整備（６施設 ４４０人増） 

待機児童が多い地域や、今後、就学前児童の増加が見込まれる地域を中心に、新 

設の保育園整備を推進していきます。 

 

 ※２０年間期間限定認可保育園とは、町田市独自の制度で、２０年間期間限定で運営される認

可保育園であり、新築型と改修型の２型があります。 

 

（２）既存保育園の増改築による定員増（９施設 １６１人増） 

既存の法人立保育園、公立保育園の増改築等の改修時に定員枠の拡大を図る 

ことで、待機児童の解消につなげていきます。 

 

（３）分園の整備による定員増（２施設 ５２人増） 

大幅な待機児童の増加は想定できないが、少数の待機児童は残ると予想される 

地域や、保育園を整備する土地の確保が難しい地域においては、空きテナントなど

を利用した、改修による保育園の分園を整備していきます。 

 

 ※分園とは、本体となる保育園とは離れてはいるものの、一体的に運営される小規模の保育施

設をいう。分園の規模は、原則として３０人未満ですが、認可保育園（中心保育園）の規模

や距離等を勘案して３０人以上とすることができます。中心保育園との距離は、通常の交通

手段により３０分以内としています。  

 

（４）認定こども園の設置（７施設 １６８人増） 

認定こども園（幼保連携・年齢区分型：条例第３条１号２）の設置及び活用の方

向性について今後の少子化・待機児童対策の一環として、就学前の子どもに対し幼

児教育・保育を一体として捉えた認定こども園を設置していきます。 

 

※認定こども園とは、従来の保育園と幼稚園の２つの制度の一元化を目指して創設されたも

ので、基本的には、保育を必要とする就学前児童を保育園や幼稚園等において預かる施設

です。①認可幼稚園と認可保育園とが連携して一体的な運営を行う「幼保連携型」、②認可

幼稚園が保育園的な機能を備えた「幼稚園型」、③認可保育園が幼稚園的な機能を備えた「保

育所型」、④認可のない地域の教育・保育施設（認証保育所など含む）が認定こども園とし

て機能を果たす「地方裁量型」の４つのタイプが認められています。 
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（５）家庭的保育事業（６施設 ３０人増） 

３歳未満児に、未入所児童がいる地域や、保育園の整備が困難な場合等には、家

庭的保育事業を実施します。 

 家庭的保育施設近隣の認可保育園（連携保育園）が家庭的保育者をサポートし、

家庭的保育を利用する子どもの健康診断や家庭的保育者の休暇時の代替保育等を実

施します。 

 

 ※家庭的保育者（保育ママ）とは、両親の就労等で保育に欠け、かつ保育園に入れなかった子

どもを保護者に代わって、家庭的保育者の自宅の一部等を育児専用室として保育を行う制度

です。家庭的保育者は、家庭的で温かな環境で、一人ひとりの発育や生活リズムなど、家庭

状況に合わせたり、保育園との連携の中でいろいろな人と触れあったりしながら、きめ細や

かに保育することを役割とします。 

 

（６）その他 

・保育園の入園率の向上・弾力化 

保育園の定員の弾力化をきめ細かく検証、検討し、入園率の向上を図ります。 

待機児童解消までの期間限定で、面積基準を緩和することも検討します。 

・社会福祉法人以外の保育園運営事業者について 

国の規制緩和により社会福祉法人以外の事業者に保育園運営の門戸が開かれた 

ことから、新たな運営主体による保育園誘致のあり方について検討していきます。 

・大規模マンション建設に伴う保育園の設置 

大規模マンションが建設された場合、一時的に人口、特に就学前児童数が急増す

る可能性があることから、認可保育園を含めた保育施設等の設置義務のあり方につ

いて検討していきます。 
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５．年度別保育園整備事業目標 

 

◆２０１２年度（定員２５７人増） 

・２０年間期間限定認可保育園（改修型）２園公募 

定員６０人×２園＝１２０人増 

・増改築による定員増 

３園：７９人増 

・認定こども園（幼保連携・年齢区分型）２園公募 

 定員２４人×２園＝４８人増 

・家庭的保育者  

２人公募：１０人増 

 

◆２０１３年度（定員３４０人増） 

・２０年間期間限定認可保育園（新築型）２園公募 

定員１００人×２園＝２００人増 

・増改築による定員増 

６園：８２人増 

・認定こども園（幼保連携・年齢区分型）２園公募 

３年で 

８５１人の

定員増！

定員２４人×２園＝４８人増 

・家庭的保育者 

２人公募：１０人増 

・次期３ヵ年計画策定に伴うプロジェクトチームの発足 

 

◆２０１４年度（定員２５４人増） 

・２０年間期間限定認可保育園（改修型）２園公募 

定員６０人×２園＝１２０人増 

・分園２園公募 

２６人×２園＝５２人増 

・認定こども園（幼保連携・年齢区分型）３園公募 

定員２４人×３園＝７２人増 

・家庭的保育者 

２人公募：１０人増 

 

※状況変化等により見直しの必要性が生じた場合には、適宜、事業の見直しを行っ

ていく場合があります。 
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６．町田市新保育サービス３ヵ年計画に係るランニングコスト  

 

認可保育所の入所児童１人当たりの保育にかかる年間経費は２０１０年度実績

で約１８３万円であり、その財源内訳は、国２９万円（１５．６％）、都３９万円 

（２１．３％）、市９５万円（５２．２％）、保護者２０万円（１０．９％）となっ

ています。 

「町田市保育サービス３ヵ年計画」では、２０１２年４月から２０１５年４月に

かけて、８５１人の定員増を目指す予定で、この計画に伴う施設整備費の新たな市

負担額は約１３億０５７５万円となります。これに伴い、１年当たりの保育にかか

る経費は、家庭的保育者の増員分経費の１，４６２万円と合わせ、市の負担は約 

５億０５４０万円の増加となります。 

一方、保護者負担については、事業仕分けにおいても「受益者負担に関して明ら

かに近隣都市から流入を促している状況であり、応能の負担をしてもらうことで財

政的な市の負担も同時に解決することになる。」という意見をいただきました。適正

な保護者負担のあり方については今年度（２０１１年度）から検討を開始する予定

です。  

 

７．保育サービス新システムについて 

 

保育サービス新システムについては２０１３年度から各自治体が計画をたてる

ことになっていますが、現在新システムの詳細な内容について、国の決定がなされ

ておりません。制度の見直しがあった場合には、保育サービス３ヵ年計画について

も改定を行っていくこととなります。 
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